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保護者や
地域の教
育力（ひ
と・も
の・地域
の声）を
活用した
か

地域ぐるみの南中教育　(肯８９％)
教４　５８％　３　４２％　２　０％　１
０％

地域貢献活動　(肯７０％)
教４　１５％　３　５０％　２　３０％　１
５％
子４　５３％　３　３８％　２　７％　１
２％

ＰＴＡの支援を得て，バザーを生徒の手
により実施した。
バザー支援　(肯９５％)
教４　１５％　３　８０％　２　５％　１
０％

南中評価値　知－２参照
職場との連絡調整を保護者や教育コー
ディネーターを活用して実施した。

地域の方や新潟大学の学生による夏季休
業中の学習指導を実施した。

4 0

質
問

29

地域の
教育力
の活用
（学校
支援地
域本部
事業）

学習意
欲の向

上

4

17 79

授業に真剣に取り組んでいる生徒が多
い。しかし，まだまだ受け身の面が見
られる。
「自分でもできる」という意識がもて
るように，基礎的基本的な知識技能の
習得を行い，その活用が図れる授業作
りの研修に力を入れていく。

児童・生徒の交流等，ここ２年の活動
は，小学校の協力を得ることができ，
充実したものになっている。小中の教
職員の研修会のもち方については改善
を要する。
来年度は，活動の維持改善を図り，研
修会等の充実を図る。

誠友祭の
バザー支
援

職場体験
学習

サマース
クールの
講師派遣

特別支
援教育
の充実

活動内容

特別支援教育　(肯９４％)
教４　６０％　３　４０％　２　０％
１　０％
保護者や本人との懇談情報交換(随時)
授業，時間割の見直し，改善(適宜)

通常の学級に在籍している生徒，保護者
との相談活動の実施(適宜)

評価資料・アンケート結果等
（　　）内昨年度実績

部活動を体験して中学校入学に期待を
持った児童　９６％

学習指導・生徒指導・特別支援教育の情
報交換

中学校区いじめ根絶集会の実施

21

0

3.13 96

0
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3.63
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冊子「学
習ガイダ
ンス」の
作成と活
用
学習補充
教室の実
施
サマース
クールの
実施
発問の工
夫・教材
の開発

あいさつ
運動（通
常）

あいさつ
強調週間

Ａ

朝読書
教４　８０％　３　２０％　２　０％
１　０％
朝１０分間週３日間で実施した。

調べ学習で活用している。

毎朝のあいさつ運動を専門委員会を中心
に行った。

５月と１２月のあいさつ強調週間を設
け，全校生徒参加によるあいさつ運動を
行った。
※生徒委員会による反省会を行い，改善
を進めながら活動した。

Ａ

個に応じ
た指導の
充実

通常の学
級に在籍
している
生徒への
支援

0

963.54
部活動体
験

体験授業

夏季休業
中の中学
校区小中
研修会

4

朝読書の
実施

各教科で
の図書館
の利用

3.79

実施から６年がたち生徒の読書に対す
る意識が高くなっている。朝読書を行
うことにより，１日落ち着いて学校生
活を送るきっかけとなっている。決め
られた時間にはじめようとする意識が
薄くなってしまう時期もあった。
来年度は，朝読書の基本的な約束を学
期ごとに確認し，今まで以上に集中し
て読書ができるように配慮していく。

授業に一生懸命に取り組んでいますか。
子　肯　９１％　（９３％）
目標をもって学習に取り組むことができ
ましたか。　子　肯　６５％　（６
８％）

補充教室に参加した　子　４１％

特色ある活動１参照

知

1

1

Ａ

読書の
推進と
充実

3.67 100

特
色
あ
る
活
動

3.75 100

あいさ
つ運動
の推進

2

Ａ

2

共通項
目

3
幼保小
中連携
の充実

0

1

平均点

評価

総評・来年度の取組

Ａ

25

58

75

補充教室の役割や実施方法につ
いて考えていく必要がある。
学習ガイダンスの活用の場面で
もう一工夫必要である。
学習の規律の徹底，指導法の工
夫（職員研修）の充実を図る。
自主学習の意識，学ぶことの大
切さを理解できる様指導を継続
していく必要がある。
今まで以上に生徒が発言し，自
ら考える授業作りを行う。

全校で一斉に集中して行われ
た。
生徒の取組がよい。２
本に興味をもつ生徒が増えた。
暇があると本を読む生徒が多
い。
全校一斉のこの時間がおだやか
な1日のスタートに大きな効果を
上げている。学級担任がともに
読書しているのがいい。
８時３０分に着席するのではな
く，読んでいる状態にしたい。
図書室をもっと有効に使いた
い。
定着してきた。南中のカラーに
なりつつある。
渡り廊下で気持ちの良いあいさ
つができた。
応援団長を中心に元気なあいさ
つが交わされている。強調週間
以外でも自然なあいさつができ
ている。
校外や授業でも実践できるとい
いです。

特別支援教育コーディネーター
を中心に細かいところまで配慮
しながらていねいな指導，支援
ができている。
一人一人に対応した指導を行っ
ている。
普通学級に在籍している生徒に
も支援していただきたい。
コーディネートしている先生の
存在が大きい。

0

100

特別支援教育コーディネーターが中心
となり，校内委員会が保護者や生徒の
教育的ニーズをくみとり，推進した。
来年度もこの体制を継続すると共に，
普通学級に在籍している特別支援が必
要な生徒の実態把握をさらに進める。

小学生の部活動体験は，6年生が
活き活きと活動していた。
生徒同士の交流，模擬授業の実
施が図られた。
学校説明会（１月下旬実施）は1
年生にとっても，先輩としての
意識が高まって良い。
中一ギャップ解消に向け，いろ
いろな活動を組んでいる。学習
活動のギャップをどう埋めるか
が今後の取組になろう。
生徒の活動はよい。職員同士の
情報交換や研修をもっと深める
べきである。

38

充実した
あいさつ
運動の取
組が行わ
れたか

平成２０年度学校評価のまとめ

充実した
読書の取
組が行わ
れたか

学習意欲
が向上し
ていると
思われる
か

充実した
幼保小中
連携の取
組が行わ
れたか

 〈アンケート対象　 子・・生徒  保・・保護者    教・・教職員〉　　 　肯・・肯定的評価（４と３）

充実した
特別支援
教育の取
組が
行われた
か

教職員の意見

Ａ

メリハリがついていて
大変良い。行事と違い
目に見える効果をあげ
るのはたいへんだと思
う。

読書の効果は大変大き
い。今の活動を続けて
欲しい。すべての家庭
で読書を継続するのは
難しいので、学校の取
組に期待している。

0

96

0

あいさつは，全校に定着し，来校者か
ら絶賛されている。生徒会もあいさつ
運動を強力に推し進めている。
来年度は，全校生徒のあいさつに対す
る意識を高め，校外や授業時のあいさ
つがさらに良くなるように取り組む。

いじめ根絶集会は小学
生との交流もあり、た
いへんよかった。学校
説明会に参加した小学
生・保護者とも真剣に
聞いていた。

多くの方の協力があった。
保護者の方々と一緒になって，
活動する場面が多くあった。
地域・保護者の活躍の場をたく
さん設定しているし，良く支援
してもらった。
誠友祭では保護者の協力のお陰
で例年以上に盛り上がる行事と
なった。
南中の特色ある活動だから今後
も大切にしたい。
大変活発に行われた。来年は学
校支援地域本部との関係をうま
くつなげたい。

南中生のあいさつはと
てもよい。頑張ってい
ることを生徒にもどん
どん伝えてほしい。

見附市共通評価　　21.3.4

学校関係者評価

文化祭は保護者や地域
の方々から大勢来てい
ただいた。いじめ根絶
集会もたくさんの方が
参加した。見附教育の
日にその発表があり大
変良かった。
学校に行きやすくする
工夫をお願いしたい。

努力のあとがうかがえ
る。この教育活動はぜ
ひ続けて欲しい。教育
補助員の力添えが大き
い。人的配置はぜひと
も必要である。

0

今年度は創立３０周年であり特に保護
者・地域の方々の学校への支援の意識
が高かった。地域の方々の目に見えぬ
場面で援助を受け，生徒も節目の年と
して活躍の場がたくさんあり，充実し
た学校生活を送ることができた。
来年度は，学校支援地域本部・教育
コーディネーターとの連携を深めてい
く。

肯定的評価％

67 33
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４　十分に達成されている

３　概ね達成されている

２　取り組んでいるが不十分である

１　達成されていない

長期休業中に生活が乱れてしまう生徒
がいる。
生活習慣の確立には，学校と家庭，地
域との連携共通理解が不可欠である考
え，働きかけを行う。
食育の講演会を実施する。

0

100

Ａ・・・８０％以上

Ｂ・・・７０％以上

Ｃ・・・７０％以下

教職員のアンケート評価で
肯定的評価が

0

3.3

35

地元企業の協賛等により，フラワー
ロードづくりは四年目を迎え，定着し
ている。
来年度は職員分担の見直しを図り，円
滑に活動できるように配慮し，継続し
ていく。活動を今以上にＰＲしてい
く。

60

Ａ

生徒の手によるいじめ根絶集会に取り
組むことができた。小中連携の一環と
して中学校区単位の集会も行うことが
でき，初年度としては充実した活動を
行うことができた。
来年度は，この活動を継続すると共に
活動の方法等慎重に吟味して改善させ
ていく。不登校の生徒の対応について
定期的に職員の共通理解・意思疎通を
図っていく。

60

3.7

5 0

100

0
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3.25

95

35

0
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3.3

1

体

様々な取組がされている。
食生活を考えていこうという意
識が高まった。
生徒・保護者ともに食の意識が
高い。
1８年度までの指定研究の活動が
現在も継続されていて良い取組
がされている。
全職員が同じ気持ちで取り組ん
でいきたい。

夜更かしをしている生徒が多
く。体調不良もそのせいである
場合がある。働きがけが必要で
ある。
生活習慣の確立は家庭の担う役
割が大きい。2

食生活を見直して，よりよくしようとし
ている。
　子　８７％　保　８３％　教　１０
０％
朝食を毎日食べている。
　子　１学期　９１％　２学期９３％
バランスの良い食事が摂れている。
　子　１学期　７５％　２学期　８０％
教　４　７０％　３　３０％　２　０％　１
０％

フラワー
ロードづ
くり

見附市花
いっぱい
コンテス
トへの参
加

環境教育　(肯１００％)
教４　３５％　３　６５％　２　０％
１　０％
地域の方の支援をもらい，校門からの道
路にプランターケースを１２０個設置し
た。２年生を中心に水やりや世話などの
当番活動を６月から１１月まで取り組ん
だ。

見附市からいただいた９６株の花の苗を
積極的に活用し，グラウンドや中庭など
に設置し，緑化活動を推進した。

食育講演
会の実施
三軍給食
給食残量
０運動
残したい
南中給食
献立
見附子ど
も議会で
食育提案

Ａ

Ａ

いじめ根
絶スクー
ル集会

毎月の学
校生活ア
ンケート

職員へ向
けた「不
登校、事
件、事故
等」の週
報

生徒によ
る「挨
拶、時間
を守る、
正しい服
装」の励

生活習
慣の確

立

2

花（と
緑）

いっぱ
い活動
の推進

3

適切な
生徒指
導の実

施

食育の
推進

おおむね良好な生徒　子８５％
十分な睡眠
８時間以上 １８％
６時間以上 ６５％
夏季休業・冬季休業中に実施した。

徳
いじめ根絶の意識が高まったか。
子　肯　９５％
適応指導 （肯９４％）
教４　５０％　３　５０％　２　０％
１　０％
いじめ対策
教４　５５％　３　４５％　２　０％
１　０％
不登校対策
教４　２５％　３　７０％　２　５％
１　０％
生徒からの相談内容が困っている深刻な
ものから、知っていて欲しい、見守って
いて欲しいなどの悩み相談的な内容へ変
わってきた。

情報の共有により、多面的な見取りおよ
び対応ができた。

委員会の活動および生徒同士で注意し合
える自浄作用があった。

Ａ

活動としてはとても良い。
一生懸命活動しています。
2学年を中心に良く取り組めた。
担当職員は，担当学年がなると
良いのではないか。２
植えた花の管理がまだまだのよ
うに感じる。
一部の先生に負担をかけてし
まった。
もっと全体で取り組めると良
い。

充実した
生活習慣
確立の取
組が行わ
れたか

充実した
食育の取
組が行わ
れたか

適切な生
徒指導の
取組が行
われたか

充実した
花（と
緑）いっ
ぱい活動
の取組が
行われた
か

生活改善
カードの
取組
生活習慣
の個別指
導

いじめ根絶集会でいじめをなく
す意識が高まった。２
いじめ根絶集会の取組はとても
良かった。２
生徒会の取組としていじめが取
り入れられたのは良かった。
良い意見が言い合える学校であ
るのは良い。
トラブル発生防止や小さな事柄
のうちに対応するなど職員が速
やかに動いている。
なかなか解決できない難しい事
例があった。
来年は全教職員が生徒の状況が
分かる工夫をする。

0

地域へもっと情報を伝
え，一般の方へも啓発
すべきだ。地域貢献活
動と一緒に行えば地域
への発信にもつなが
る。

いじめ根絶を言葉に出
していくのは大切なこ
とだ。学校の一生懸命
な取組に対して、一部
の保護者に意識のずれ
があるようにも思う。

食べることが基本なの
で、朝食摂取率が高い
のはよいことだ。南中
の給食はおいしいと聞
く。給食試食会を実施
してほしい。

食生活や睡眠の大切さ
を話してくれる講師を
活用してはどうか。

5

小中連携した食育推進事業により，食
に対する生徒の意識は高い。事業を維
持継続していくことが大切である。
来年度は，職員間で十分に協議し，生
徒の手による活動にしていく。
給食試食会の実施を計画する。
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